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商品情報をご登録頂く皆様へ

JICFS/IFDB ご登録にあたって 

 
1. JICFS/IFDB では、商品メーカー各位が自社の商品に設定をした JAN コードをキーと

して、商品情報をご登録頂いています。 

 
2. JICFS/IFDB は、商品メーカー各位で JAN コードの設定が完了した（商品へのソース

マーキングが完了した）商品情報をご登録頂くデータベースです。 

 
3. JICFS/IFDB では、ご登録いただいた商品情報に対し、一定の基準に則って、商品名

や JICFS 分類を整備しております。 

 
4. JICFS/IFDB にご登録頂いた商品情報は、JICFS/IFDB を利用している全国の小売業

や卸売業、インターネットのサービス会社等に提供されます。 

 
5. JICFS/IFDB を利用している小売業や卸売業では、JICFS/IFDB に登録されている商

品情報を利用して自社の商品マスターの整備を行っています。 

 
6. JICFS/IFDB にご登録頂いた商品情報は、店頭での棚札（プライスカード）やレシー

トにも利用されるため、消費者の目に触れることになります。 

 
7. JICFS/IFDB の商品情報は流通業で広く利用されていますので、記入要領に準拠し、

正確なご登録をお願い致します。 

 

 

 

※個人情報の取扱いについては、当財団ホームページの「個人情報保護方針」をご

覧ください。 

URL：https://www.gs1jp.org/personal_information.html 

https://www.gs1jp.org/personal_information.html
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Ⅰ簡単登録シートの概要 

１． 簡単登録シートとは 

「簡単登録シート」は Excel (エクセル)を使って JICFS/IFDB（ジクフス／アイ・エフ・

デービー）に商品情報を簡単に登録できる仕組みです。 

（１）「簡単登録シート」の特徴 

簡単登録シートでは、各入力項目について文字数や文字タイプ（全角／半角）等のチェ

ックを行っています。 

① 登録票（紙）の全項目に対応しています。 

② 入力したデータについて、登録に必要な項目、内容のチェックができます。 

③ 件数が多く、手書きの登録票で対応しきれない場合に適しています。 
 

（２）「簡単登録シート」ご利用の前提 

① 「簡単登録シート」は下記のバージョンの Excel でご利用いただけます。 

なお、下記のサポートされているバージョンごとに、対応する Excel ファイル

が用意されています。使用している Excel のバージョンに合わせたファイルを

ダウンロードして使用してください。 

 

 

EXCEL 

Ver. サポート 

2010 以降 
○ 

（2010 以降のバージョンは共通ファイルです） 

2007 ○ 

2003 ○ 

2000 以 前 動作保証はしておりません 

※ 簡単登録シートを開く際には、Excel の「マクロのセキュリティレベル」

は「中」に設定しておいて下さい。 

 Excel2003 の場合 

「ツール」→「マクロ」→「セキュリティ」→「セキュリティレベル」→「中」 

 Excel2007 の場合 

「office ボタン」→「オプション」→「セキュリティセンター」→「セキュリティセンタ

ーの設定」→「マクロの設定」→「警告を表示してすべてのマクロを無効にする」 

 Excel2010 以降の場合 

「ファイル」→「オプション」→「セキュリティセンター」→「セキュリティセンター

の設定」→「マクロの設定」→「警告を表示してすべてのマクロを無効にする」 

② 「簡単登録シート」作成には「JICFS 分類コード」の確認が必要です。

入力する際は、以下３点をご準備ください。 

‣「簡単登録シート」（Excel） 

‣「簡単登録シート 登録の手引き」（本書） 

‣「JICFS 分類基準書」（別紙） 

※JICFS 分類基準書は当財団のホームページからダウンロードできます。 

ダウンロードのURLは「２．「簡単登録シート」の入手方法(P.5)」 

をご参照ください。

https://www.gs1jp.org/database_service/jicfsifdb/
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２．「簡単登録シート」の入手方法 

当財団のホームページから「簡単登録シート」や「JICFS 分類基準書」のダウンロード

ができます。 

簡単登録シート 

URL：https://www.jicfs.jp/kensaku/guide.html#no5 

JICFS分類基準書 

URL：https://www.gs1jp.org/assets/img/pdf/1312jicfs_bunrui-kijyunsho.pdf 
 

３．「簡単登録シート」による登録の流れ 
 

 

 
※1 登録情報検索サービスについて 

URL：https://www.jicfs.jp/kensaku/ 
ご登録いただいた商品情報（自社商品情報のみ）を、インターネットで検索・照会、ダ 

ウンロードできる登録情報検索サービスをご提供しています。 

また、簡単登録シートには、登録情報検索サービスからダウンロードした自社商品情報

データを取り込むことも可能です。詳しくは「Ⅱ－８．登録情報検索サービスのデータ

を利用する(P.34)」をご参照ください。 

https://www.jicfs.jp/kensaku/guide.html#no5
https://www.gs1jp.org/assets/img/pdf/1312jicfs_bunrui-kijyunsho.pdf
https://www.jicfs.jp/kensaku/
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簡単登録シート／○○○○（会社名） 

４．送付先と送付方法 

商品情報の入力が完了した「簡単登録シート」は、以下の手順で JICFS/IFDB 
コードセンター（GS1 Japan:流通システム開発センター）へお送り下さい。 

 

① 送付先 E メールアドレス： 
 

② メールの件名 

社名を明記して下さい。

例： 

③ メール本文の内容 

下記事項をメール本文に明記して下さい。 

1） GS1 事業者コード（JAN 企業コード） 

2） 社名 

3） 所属・役職 

4） 担当者名 

5） 連絡先電話番号、FAX 番号 

6） E メールアドレス 

7） 登録件数 

8） 登録情報検索サービスの利用を「希望する」または「希望しない」※¹ 

9) 送信日 
 
 

④ メールサンプル 

※¹… 本書 5 ページ参照 

 

 

※ ファイルサイズが大きくなった場合（3MB 以上）は、圧縮ファイルで添付

して下さい。 

mcc@jicfs.jp 

mailto:mcc@jicfs.jp
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５．お問い合せ先 
 

<お問合せフォーム>  

https://www.gs1jp.org/questionnaires/detail/53a705a4-d958-426b-98af-e8d134160ec7 
 

GS1 Japan（一般財団法人 流通システム開発センター） JICFS 担当 

〒107-0052 東京都港区南青山1-1-1 新青山ビル東館9F 

TEL ０３－５４１４－８５１５ 

FAX ０３－５４１４－８５１４ 

E-mail jicfs@gs1jp.org（簡単登録シートの送付先とは異なりますのでご注意下さい） 

https://www.gs1jp.org/questionnaires/detail/53a705a4-d958-426b-98af-e8d134160ec7
mailto:jicfs@gs1jp.org
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Ⅱ 簡単登録シートの使い方 

 

１．「簡単登録シート」の構成 

「簡単登録シート」の Excel ファイルには、「入力シート」、「入力サンプルシート」が 

あります。 

• 入力シート …… 商品情報を入力するシート 

• 入力サンプル……  商品情報の入力見本。本書と合わせて入力サンプルを参照

しながら入力して下さい。 

 
２．簡単登録シートの利用手順 

（１）ファイルを開く 

簡単登録シートにはマクロによるデータチェック機能があります。ファイルを開く際、

マクロを有効にするか否かのメッセージが表示されますので「マクロを有効にする」を

選択して下さい。 

 
 Excel2003 の場合 

下記メッセージが表示されたら「有効」を選択して下さい。 
 

 

 Excel2007 の場合 

下記メッセージが表示されたら「オプション」をクリックして「このコンテンツを有

効にする」を選択して下さい。 
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 Excel2010 以降の場合 

下記メッセージが表示されたら「編集を有効にする」をクリックして下さい。 
 

 

次に表示されるメッセージで「コンテンツの有効化」をクリックして下さい。 
 

 

◆下記のようなメッセージが表示される場合 

 

 
 

ネットワーク上からファイルを開いた場合、上記メッセージが表示されることがあります。 

この場合はファイルを閉じて、下記手順を行い、ファイルのアクセスを許可してください。 

① ファイルに対して、右クリックでメニューを開き、「プロパティ」をクリックする。 

② 開いたプロパティメニューの「全般」タブのセキュリティ項目で「許可する」のチェックを入れ 

「適用」ボタンをクリックする。 

 

 
 

 

 

①  

②  
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ご注意下さい 

 
  

簡単登録シートは、当財団のホームページからダウンロードしたものであれば、ウ

ィルスに関して問題はありません。ただし、他者から提供をうけたファイルについ

ては安全性が確認できないので使用しないで下さい。 

 

（２）データ入力 

商品情報の入力にあたっては、本書「Ⅱ－３．入力時の注意事項(P.13)」以降の作成

要領に基づいて作成して下さい。入力シートには１商品につき１行を使用します。 

 

＜注意＞ 

入力シートにL列：税率区分項目、M列：一体資産フラグ項目がない場合、簡単登録シート 

の旧フォーマットをご利用されている可能性がございます。 

該当する場合は以下のURLより、簡単登録シートの最新フォーマットをダウンロードし、 

ご利用ください。 

URL：https://www.jicfs.jp/kensaku/guide.html#no5 

（３）データチェック 

全ての項目について入力が完了後、データチェックボタンをクリックして入力内容の 

確認を行って下さい。チェックは上から順に１行ずつ行われます。 

なお、チェックは１商品（１行）を入力した都度でも、全件入力後でも構いません。 

 

必須項目が未入力の行があると、その上の行までのデータチェックを行い終了します。

https://www.jicfs.jp/kensaku/guide.html#no5
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＜メッセージの内訳＞ 

新規に登録した商品の件数 ：366 件
既登録商品の内容を更新した件数：0 件 

既登録商品のうち製造／販売が終了した件数：0 件
チェックの対象外であるデータ件数：0 件 

上記の合計件数：366 件 

 

（４）エラーの確認 

データチェックボタンをクリックすると、入力エラーがある場合には左端の項目にエ

ラー番号が赤字で表示され、エラー該当項目も赤字で表示されます。表示されたエラー

番号を巻末の「エラー番号一覧」で確認し該当項目を修正して下さい。 

 
◆未入力の場合 

 

◆入力データが正しくない場合 

 

（５）エラーの修正 

本書「Ⅱ－３．入力時の注意事項(P.13)」以降の注意事項と入力説明を確認し、入力シ

ート上でエラー項目を修正して下さい。入力した項目にエラーがない場合データチェック 

を押すと「以下のデータチェックが正常に終了しました。」のメッセージが表示されます。 
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(６)JICFS/IFDB への登録 

① エラーが表示されず、上記のメッセージが表示されたことを確認の上、入力が完了

した簡単登録シートを本書「Ⅰ－４．送付先と送付方法(P.6)」に基づいて

JICFS/ IFDBコードセンターまでお送り下さい。 

必要に応じて電話で商品情報の内容を確認させていただく場合があります。 

 
 

② JICFS/IFDBコードセンターに簡単登録シートが到着後、通常約２週間程度で登録が完

了いたします。 なお、登録内容に不備があった場合は、登録完了までにお時間を要す

る場合があることをご承知置き下さい。 

 
(７)JICFS/IFDB 登録内容のご確認方法 

JICFS/IFDB コードセンターからは登録完了等のご連絡はいたしませんが、当財団ホー

ムページ上の「登録情報検索サービス」でご確認いただくことが可能です。 

登録情報検索サービスをご利用いただくには、お申し込みが必要となります。 
 
 

[ 登録情報検索サービス ] 
JICFS/IFDB 登録内容をインターネット上でご確認いただける「登録情報検索サービ

ス」をご提供しております。「登録情報検索サービス」を利用いただくためには

JICFS/IFDB コードセンターが発行するＩＤ、パスワードが必要です。 

ご利用を希望される場合は、簡単登録シートを当財団にお送りいただく際に併せて 

お申込み下さい。詳しくは「Ⅱ－8．登録情報検索サービスのデータを利用する(P.34)」を

ご参照ください。 
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３．入力時の注意事項 

（１）列とシートの禁止事項 

データチェック機能と JICFS/IFDB への取り込みに支障を来すため、下記の操作は行

わないで下さい。 

① 列の位置の変更や削除。 

② 列の項目名を追加・変更する。 

③ セルの書式設定を変更する 

④ シートを追加もしくは削除する。 

⑤ シート名を変更する。 

（２）既存データを利用する場合の注意事項 

パソコンで管理している既存の商品マスターから簡単登録シートにデータを貼り付け

る場合には、「値」だけを貼り付けるようにして下さい。（「形式を選択して貼りつけ」で

「値」をチェック） 

 

（３）使用可能な文字 

① 「全角」文字の項目（「商品名（漢字）」など） 

ひらがな、カタカナ、英字、算用数字（0～9）、漢字・記号 が使用できます。 

なお、漢字・記号は、以下のものが使用できます。但し、IBM 拡張文字は、利用す

るユーザー企業の環境によっては正しく表示されない場合があります。 

1) JIS 第一・第二水準の文字 

2) IBM 拡張文字（16 ページ【別表１】に該当する文字） 

 

【IBM 拡張文字の例】 

 「Ⅰ」「Ⅱ」「Ⅲ」等のローマ数字 

 「髙」「珉」「菇」等の漢字 

 
 

② 「半角」文字の項目（「商品名（カナ）」など） 

カタカナ、英字、数字（0～9）を使用できます。なお、「半角数字」としてある項目

は半角数字のみ使用できます。半角カタカナ、半角英字は使用しないで下さい。 
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ﾞ ﾋ 

（４）使用できない文字 

使用できない文字が入力されていた場合、JICFS/IFDB 側で代替文字へ置き換える等、 

修正をさせていただきます。 

① 「全角」文字の項目（「商品名（漢字）」など）1 

1） JIS 第三・第四水準漢字は使用できません。

例：「𠮷𠮷𠮷𠮷」「凮」「酛」など 

 
2） 丸囲み数字・文字は使用できません。 

例：「①、②、③」（丸囲み数字）や「㊤、㊥、㊦」（丸囲み文字）など 
 
 

3） 1 文字で表される単位記号文字は使用できません。

例：「㍉」「㌔」や「㎜」「㎝」「㎎」「㎏」など 

 
4） 自社のシステム内に、独自に字形を登録した「外字」は使用できません。 

 
（５）使用に注意が必要な文字 

① 「全角」文字の項目（「商品名（漢字）」など） 

IBM 拡張文字は使用できますが、ユーザー企業の環境によっては正しく表示さ

れない場合があります。 

 
② 「半角」文字の項目（「商品名（カナ）」など） 

半角カナの濁音、半濁音は「清音１文字」と「濁音・半濁音記号１文字」の２文

字としてカウントします。 

 

例）ﾋ゛ ｼﾞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 使用したい漢字が JIS 第一・第二水準あるいはIBM 拡張文字のいずれかに該当するか否かは、以下の 
URL でチェックできます。https://www.gs1jp.org/database_service/jicfsifdb/mojicheck.html 

ﾞ ｼ 

https://www.gs1jp.org/database_service/jicfsifdb/mojicheck.html
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【参考】 

漢字変換をする際に、下図の様に、漢字変換候補の一覧に「環境依存文字」あるいは「環

境依存文字(unicode)」と表示されている文字は、それぞれ以下のものに該当します。 

① 環境依存文字：【別表１】に記載されている文字は使用できますが、ユーザー企業

の環境によっては正しく表示されない場合があります。 

【別表１】に記載のない文字は使用できません。 

 

② 環境依存文字（unicode）：JIS 第三・第四水準文字です。使用できません。 

 

 

 

（６）システムで自動変換される文字 

商品名（カナ）、POS レシート名（カナ）において、以下の文字は登録時に自動的に変換

されます。 

 

 

 

 

 

 

 
（７）システムで自動的に削除される文字 

各項目内に、TAB 文字や改行文字（コード）が含まれていた場合、登録時に自動的に

削除されます。 

 
 

【参考】 

① 簡単登録シートにデータを直接入力する場合、意図的な操作をしない限り TAB 文字

や改行文字（コード）がデータの中に含まれることはありません。 

② パソコンで管理している既存の商品マスターから簡単登録シートにデータを貼り付け

る際に、基データに TAB 文字や改行文字（コード）が含まれている場合に、簡単登

録シートにも TAB 文字や改行文字（コード）が含まれたまま貼り付けられる可能性

があります。 

種類 変換前 変換後 

アルファベット a ～ z（小文字） A ～ Z（大文字） 

半角カナ ッャュョ（促音・拗音） ツヤユヨ（直音） 

半角記号 ー（長音記号） －（マイナス） 
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【別表１】JICFS/IFDB の商品情報登録に使用できる IBM 拡張文字 2 

 

JIS 第 1 水準、第 2 水準に含まれる文字の他、以下のコード表に記載されている、 

「IBM 拡張文字」を使用可能です。 
 

文字コード +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +B +C +D +E +F 
FA40 ⅰ ⅱ ⅲ ⅳ ⅴ ⅵ ⅶ ⅷ ⅸ ⅹ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ 

FA50 Ⅶ Ⅷ Ⅸ Ⅹ  纊 褜 鍈 銈 

FA60 蓜 俉 炻 昱 棈 鋹 曻 彅 丨 仡 仼 伀 伃 伹 佖 侒 

FA70 侊 侚 侔 俍 偀 倢 俿 倞 偆 偰 偂 傔 僴 僘 兊  

FA80 兤 冝 冾 凬 刕 劜 劦 勀 勛 匀 匇 匤 卲 厓 厲 叝 

FA90 﨎 咜 咊 咩 哿 喆 坙 坥 垬 埈 埇 﨏 塚 增 墲 夋 

FAA0 奓 奛 奝 奣 妤 妺 孖 寀 甯 寘 寬 尞 岦 岺 峵 崧 

FAB0 嵓 﨑 嵂 嵭 嶸 嶹 巐 弡 弴 彧 德 忞 恝 悅 悊 惞 

FAC0 惕 愠 惲 愑 愷 愰 憘 戓 抦 揵 摠 撝 擎 敎 昀 昕 

FAD0 昻 昉 昮 昞 昤 晥 晗 晙 晴 晳 暙 暠 暲 暿 曺 朎 

FAE0 朗 杦 枻 桒 柀 栁 桄 棏 﨓 楨 﨔 榘 槢 樰 橫 橆 

FAF0 橳 橾 櫢 櫤 毖 氿 汜 沆 汯 泚 洄 涇 浯  

FB40 涖 涬 淏 淸 淲 淼 渹 湜 渧 渼 溿 澈 澵 濵 瀅 瀇 

FB50 瀨 炅 炫 焏 焄 煜 煆 煇 凞 燁 燾 犱 犾 猤 猪 獷 

FB60 玽 珉 珖 珣 珒 琇 珵 琦 琪 琩 琮 瑢 璉 璟 甁 畯 

FB70 皂 皜 皞 皛 皦 益 睆 劯 砡 硎 硤 硺 礰 礼 神  

FB80 祥 禔 福 禛 竑 竧 靖 竫 箞 精 絈 絜 綷 綠 緖 繒 

FB90 罇 羡 羽 茁 荢 荿 菇 菶 葈 蒴 蕓 蕙 蕫 﨟 薰 蘒 

FBA0 﨡 蠇 裵 訒 訷 詹 誧 誾 諟 諸 諶 譓 譿 賰 賴 贒 

FBB0 赶 﨣 軏 﨤 逸 遧 郞 都 鄕 鄧 釚 釗 釞 釭 釮 釤 

FBC0 釥 鈆 鈐 鈊 鈺 鉀 鈼 鉎 鉙 鉑 鈹 鉧 銧 鉷 鉸 鋧 

FBD0 鋗 鋙 鋐 﨧 鋕 鋠 鋓 錥 錡 鋻 﨨 錞 鋿 錝 錂 鍰 

FBE0 鍗 鎤 鏆 鏞 鏸 鐱 鑅 鑈 閒 隆 﨩 隝 隯 霳 霻 靃 

FBF0 靍 靏 靑 靕 顗 顥 飯 飼 餧 館 馞 驎 髙  

FC40 髜 魵 魲 鮏 鮱 鮻 鰀 鵰 鵫 鶴 鸙 黑  

 
 

2 なお、別表１記載の IBM 拡張文字を異なる文字コードで表現した、「NEC 選定 IBM 拡張文字」も利用

可能です（登録時に、IBM 拡張文字として扱われます）。 
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４．データチェック方法 

（１）データのエラー確認 

 

① データチェック機能の利用方法 

• データシートへの入力が完了したら、入力シートの先頭にあるデータチェックボタンを

クリックして下さい。必要なデータが誤りなく入力されているかどうかをご確認いた

だけます。 

• チェック は１行ごとに行われます。 

• 入力内容に誤りがある場合、該当行の左端にエラー番号が赤字で表示され、該当デー

タが赤字で表示されます。入力が必要な項目にデータが入力されずに空白になって

いる場合には、該当項目に赤字で「未入力」と表示されます。 

 
② エラーが表示された場合の対応方法 

• エラー番号が表示されている行と項目を確認して下さい。 

• エラー番号に従ってエラー内容を確認し、該当項目を修正します。 

• エラー内容の詳細は巻末の「添付 1:エラー番号一覧表」をご参照下さい。 

 
修正が完了したら再度データチェックボタンをクリックして下さい。 

全てのエラーがなくなると、「以下のデータチェックが正常に終了しました。」のメッセー

ジが表示されます。 
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（２）チェック項目と内容 

• 簡単登録シートでは、入力された各項目に対して、以下の 6 種類のチェックを行って

います。 

• エラー番号の詳細は、「添付 1:エラー番号一覧表(P.40)」をご参照下さい。 
 
 

エラー

番号 
項目 チェック内容 

 

 

 
 

10 

JAN コード 
未入力チェック 

属性チェック（全角／半角） 

属性チェック(文字数) 

JAN コードのチェックデジット（CD）チェック 

 

 
 

20 

必須項目（黄色の項目） 
未入力チェック 

属性チェック（全角／半角） 

属性チェック（文字数) 

 

30 

任意項目（グレー色の項目） 
属性チェック（全角／半角） 

属性チェック（文字数) 

40 定義コード項目 範囲チェック 

 

 

 

 
 

50 

ITF コード項目 

 

 

 

 

 

 

 
※「商品入数」と「箱区分」はITF コードが

入力されている場合のみチェックされます。 

属性チェック（全角／半角） 

属性チェック（文字数) 

ITF コードのチェックデジット(CD)チェック 

範囲チェック 

関連項目チェック 

60 関連項目 関連項目チェック 
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５．入力説明 

項目番号ごとに入力の説明をしていきます。この項目番号は紙ベースの登録票 

「JICFS/IFDB 登録票」の項目番号に対応しています。 
 

 
 

①  データの種類  （文字種：半角数字 文字数：1） 
 

 

該当するデータの種類を入力して下さい。 

データの種類 説明 

1 新商品等未登録の商品情報を登録する場合 

2 既に登録されている商品情報の内容を変更する場合 

9 既に登録されている商品が「製造終了」または「販売終了」となった場合 

入力無し 
(Null データ) チェック対象外のデータ 

 

 

 

 
②  JAN コード  （文字種：半角数字 文字数：8 or 12 or 13） 

 

 

登録対象となるコードは下記になります。 

・JAN/EAN 標準コード（13 桁） 

・JAN/EAN 短縮コード（8 桁） 

・UPC 標準コード（12 桁） 

・UPC 短縮コード（8 桁） 

 

 

 

 

③ 商品区分 （文字種：半角数字 文字数：2） 
 

 

下記のうち、登録する商品が該当する商品区分コード（2 桁）を入力して下さい。 

商品区分

コード 
商品区分 説 明 

00 一般 一般の商品 

 
01 

 

ＰＢ 

プライベートブランド 

卸売業や小売業等流通業者が企画し、生産させた商品 

（複数の小売業で販売されている） 

03 業務用 業務用の商品 

09 その他 一般、ＰＢ、業務用以外の商品 

必須項目 

必須項目 

必須項目 
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商品名（漢字）：メーカー略称／ブランド名△商品固有名称△内容量/規格 

④ 商品名（漢字） （文字種：全角 文字数：25 以内） 
 

 

消費者が貴社と他社の類似商品とを区別ができるように、商品名を全角（漢字、ひらが

な英数文字等）で以下の三要素（「メーカー略称／ブランド名」、「商品固有名称」、「内容量 

/規格」）に分け、25 文字以内で入力して下さい。 

なお、三要素はそれぞれを「△（スペース）」で区切って、以下の通り入力して下さい。 
 
 

☞  詳細は【入力例】をご参照下さい。 

 

 

（１） メーカー略称／ブランド名 

消費者がメーカーやブランドを識別するための「メーカー名（メーカー略称名）」

または「ブランド名」を入力して下さい。 

メーカー名の省略のポイント 
 

・商品名称を 25 文字以内に収めるためにメーカー名を省略する必要がある場合には、下線部

分から先に省略してみて下さい。 

○○工業、 △△製作所、 ○△食品、 ○×製菓、 △○薬品、 ××商店 
 

【入力例】 
 

会 社 名 省略した会社名 

流開食品工業（株） 流開食品 

流食 

 

 

（２） 固有商品名称 
 

・商品の固有名称を入力して下さい。 
 

・シリーズ商品等は区別ができるように、色、味、香り等の商品属性もできるだけ 入

力して下さい。 

・品番、型番等が入りきらない場合は、「⑰ 商品コメント欄」へ入力して下さい。 

ヒント 

必須項目 
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（３） 内容量/規格 

・消費者が商品を購入する際の目安となる内容量または規格を入力して下さい。 

【入力例】 
 

商品の分野 入力 例 

食 品 

日用品 

（日用雑貨、医薬品､化粧 
品等の消耗品） 

原則として内容量・内重量を入力します。 

100g、1.5kg、250ml、1.8L、  

90g×5 袋、350ml×6 缶、 

10＋1 枚 入 等 

日用品（消耗品以外） 

文化用品 

耐久消費財 

衣料・身の回り品 

原則として個数または規格を入力します。 

2 個、2 枚、3 本、5 袋、3 組、 

S、M、L、10 冊、25cm、24.5EE、 

30m×2 本 等 

 
 

【商品名（漢字）の入力例① 】 

⇒ブランド名が「ない」場合 
 

メーカー名称 流開食品工業（株） 

ブランド名 なし 

商品固有名称 さわやかフルーツゼリーマスカット 

内容量／規格 １８０ｇ 

 

商品名（漢字）の入力例 
 

 

 
 

ﾒー ｶー 略称 

／ﾌ゙ ﾗﾝﾄ゙ 名 

 
商品固有名称 

 
内容量／規格 

 
 

スペース スペース 
 

☞ メーカー名称が長いので「メーカー略称／ブランド名｣には、省略したメーカー名称の｢流食｣で

入力 

 

 

 

【商品名（漢字）の入力例②】 

⇒ブランド名が「ある」場合 
 

メーカー名称 流開食品工業（株） 

ブランド名 ＤＣＣ 

商品固有名称 さわやかフルーツゼリーマスカット 

内容量／規格 １８０ｇ 
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ﾒー ｶー 略称 
／ﾌ゙ ﾗﾝﾄ゙ 名 

商品固有名称 
内容量／規格 

スペース スペース 

ﾒー ｶー 略称 
／ﾌ゙ ﾗﾝﾄ゙ 名 

商品固有名称 内容量／規格 

スペース スペース 

商品名（漢字）の入力例 

 

 

⑤ 商品名（カナ） （文字種：半角 文字数：25 以内） 
 

 

「商品名（カナ）」には、商品名（漢字）に入力したものを、三要素を含めて半角（カタ 

カナ英数文字）、25 文字以内で入力して下さい。 

 

【商品名（カナ）の入力例①】 

⇒ブランド名が「ない」場合 
 

メーカー名称 流開食品工業（株） 

ブランド名 なし 

商品固有名称 さわやかフルーツゼリーマスカット 

内容量／規格 １８０ｇ 
 

商品名（漢字）の入力例 

 
 

 

商品名（カナ）の入力例 

 

☞  商品名（漢字）をカタカナにした際に、25 文字を超える場合には、商品名が分かるように省略

して 25 字以内に入力して下さい。 

必須項目 
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ﾒー ｶー 略称 
／ﾌ゙ ﾗﾝﾄ゙ 名 

商品固有名称 内容量／規格 

スペース スペース 

【商品名（カナ）の入力例②】 

⇒ブランド名が「ある」場合 
 

メーカー名称 流開食品工業（株） 

ブランド名 ＤＣＣ 

商品固有名称 さわやかフルーツゼリーマスカット 

内容量／規格 １８０ｇ 

 

商品名（漢字）の入力 
 

 

商品名（カナ）の入力例 

 

 
 

☞  商品名称（漢字）をカタカナにした際に、25 文字を超える場合には、商品称が分かるように省

略して 25 文字以内に入力して下さい。 
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⑥ POS レシート名（漢字） （文字種：全角 文字数：14 以内） 
 
 

・POS レシートに漢字で商品名称を表示するための商品略称です。 

・全角（漢字、ひらがな等）で、商品名（漢字）の「商品固有名称」を 14 文字以内に

省略して入力します。 

 

【ＰＯＳレシート名（漢字）の入力例】 
 

メーカー名称 流開食品工業（株） 

ブランド名 なし 

商品固有名称 さわやかフルーツゼリーマスカット 

内容量／規格 １８０ｇ 

 
 

商品名（漢字）の入力 
 

 

 

ＰＯＳレシート名（漢字） の入力例 

 

☞  14 文字に入らない場合の省略方法 

商品名（漢字）の「商品固有名称」が 14 文字を超える場合には、 

商品の形状を表す部分を残すようにします。 

（例） 
 

 
  

 

※「マスカット」という商品の特徴を残します。 
 

※「さわやか、甘い、辛い等」は省略します。 

必須項目 

・POSレシート名（漢字） 

・商品固有名称 
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⑦ ＰＯＳレシート名（カナ） （文字種：半角 文字数：14 以内） 
 

 

• POS レシートにカタカナで商品名称を表示するための商品略称です。 

• 半角（カタカナ、英数文字）で、商品名（カナ）の「商品固有名称」を 14 文字以内に

省略して入力します。 

 

【ＰＯＳレシート名（カナ）の入力例】 
 

メーカー名称 流開食品工業（株） 

ブランド名 なし 

商品固有名称 さわやかフルーツゼリーマスカット 

内容量／規格 １８０ｇ 

 
 

商品名（漢字）の入力 
 

 

商品名（カナ）の入力 
 

 

ＰＯＳレシート名（カナ）の入力例 
 

 

⑧ 価格情報 
 

 

価格情報は、「オープン価格フラグ」、「メーカー希望小売価格」、「消費税区分」の 3 項
目で構成されます。 

「オープン価格フラグ」の値が１の場合、他の2 項目に入力する値は自動的に決まります。 

 

 

⑧－１ オープン価格フラグ （文字種：半角数字 文字数：1） 
 

 

オープン価格 

フラグ 
説明 

０ メーカー希望小売価格あり 

１ オープン価格 

 

※「オープン価格フラグ」を 1 に設定した場合は「消費税区分」は 1 に設定して下さい。 

必須項目 



2024 年 9 月 

JICFS/IFDB 

25 

 

 

⑧－２ メーカー希望小売価格 （文字種：半角数字 文字数：8 以内） 
 

 

メーカー希望小売価格を入力して下さい。 

※ 「オープン価格フラグ」を 1 に設定した場合は「メーカー希望小売価格」は入力不要

です。 

 
⑧－３ 消費税区分 （文字種：半角数字 文字数：1） 

 

 

下記の内、商品の税区分に該当する、消費税区分コード（1 桁）を入力して下さい。 

消費税区分

コード 
消費税区分 備考 

1 総額（税込）  

2 不課税 
対価の支払いを伴わない商品は不課税です 3。 

例：無償で消費者に提供する非売品、POP 等の販促物など 
 

3 
 

非課税 

国税庁により「課税対象になじまないものや社会政策的配慮から消費

税を課税しない」と定められた商品は非課税です。 

例：プリペイドカード・商品券、一定の身体障害者用物品など 
9 本体（税抜）  

 
※ 「オープン価格フラグ」を 1 に設定した場合は「消費税区分」は 1 に設定して下さい。 

※ 「消費税区分」が不明の場合は、0 を設定して下さい。 

 

⑨ ＪＩＣＦＳ分類コード  （文字種：半角数字  文字数：6） 
 

 

JICFS/IFDB で設定している商品分類（カテゴリー）を表すコードで、JICFS/IFDB の
商品情報を検索／収集するためのキーとなる項目です。 

 
 「JICFS 分類基準書」（別紙）をご参照の上、ふさわしいものを選んで下さい。 

 該当する分類コードが分からない場合は JICFS/IFDB コードセンターへお問い合

わせ下さい。 

 
■「JICFS 分類基準書」（別紙）は以下の URL からダウンロードできます。 

URL：https://www.gs1jp.org/assets/img/pdf/1312jicfs_bunrui-kijyunsho.pdf 
 

 

 

3 【補足：不課税・非課税について】詳しくは、国税庁の以下の URL をご参照ください。 

URL：https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/taxanswer/shohi/6209.htm 

必須項目 

https://www.gs1jp.org/assets/img/pdf/1312jicfs_bunrui-kijyunsho.pdf
https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/taxanswer/shohi/6209.htm
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⑩ 総内容量情報 

 

小売業において、食品や日用品（消耗品）の 1g、1ml 当たりの販売価格（ユニットプラ

イス）を算出するため等に利用される項目です。 

「総内容量」と「総内容量単位コード」の 2 つの項目で構成されます。 

総内容量情報を登録する場合、必ず 2 つの項目をご入力ください。 

 
⑩－１ 総内容量 （文字種：半角数字 文字数：7 以内） 

 

総内容量を数値で入力します。 
 

⑩－２ 総内容量単位コード （文字種：半角数字 文字数：3） 
 

「総内容量」の単位をコードで入力します。 

⇒ 日用品の一部、家庭用品、文化用品、耐久消費財等、商品によっては無理に設定す

る必要はありません。 

 
【入力例】 

商品 総内容量 総内容量単位コード 

袋麺 250g×3 食 750 001 
飲料 200ml 200 101 
洗剤 1.5kg 1500 001 

 

＜単位コード表＞ 

 単位 単位コード   単位 単位コード   単位 単位コード 

重 ｇ ００１  ｲﾝﾁ ２０６  箱 ５１３ 

量 kg ００２ そ ﾌｨｰﾄ ２０７ そ 台 ５１４ 

単 mg ００３  m2 ３０１  丁 ５１５ 

位 ﾎﾟﾝﾄﾞ ００４ の cm2 ３０２ の 足 ５１６ 

 ｵﾝｽ ００５  mm2 ３０３  ｶﾌﾟｾﾙ ５１７ 

 ml １０１ 他 枚 ５０１ 他 膳 ５１８ 

容 ｌ １０２  個 ５０２  人前 ５１９ 

量 kl １０３ 単 本 ５０３ 単 食 ５２０ 

 cc １０４  冊 ５０４  斤 ５２１ 

単 ｶﾞﾛﾝ １０５ 位 ﾍﾟｰｼﾞ ５０５ 位 反 ５２２ 

位 cm3 １０６  束 ５０６  かせ ５２３ 

 km3 １０７  袋 ５０７  双 ５２４ 

そ cm ２０１  粒 ５０８  帖 ５２５ 

の m ２０２  錠 ５０９  切 ５２６ 

他 km ２０３  巻 ５１０  株 ５２７ 

単 mm ２０４  包 ５１１  ﾀﾞｰｽ ５２８ 

位 ﾔｰﾄﾞ ２０５  組 ５１２  片 ５２９ 
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⑪ 容器形態コード （文字種：半角数字 文字数：2） 
 

小売店の店頭で商品が陳列される際の容器形態をコードで入力して下さい。 

容器形態

コード 
容器形態 補足説明（商品例、素材等） 

01 袋 紙袋、ポリ袋、ナイロン袋など 

03 ビン ガラスビンなど 

05 ボトル ポリボトル、プラスチックボトルなど 

07 カップ カップ麺、プリン、ヨーグルトなど 

09 パック 牛乳パック、紙パック、レトルトパック、ブリスター 

パック、真空パック、など 

11 チューブ マヨネーズ、ケチャップなど 

13 箱 紙箱、プラスチック箱、木箱など 

15 缶 アルミ缶、スチール缶、ブリキ缶など 

17 トレー 発泡スチロール製の皿など 

 

 

 

 
⑫ 棚割サイズ（幅） （文字種：半角数字  文字数：4 以内） 

⑫ 棚割サイズ（高さ）  （文字種：半角数字  文字数：4 以内） 

⑫ 棚割サイズ（奥行） （文字種：半角数字  文字数：4 以内） 
 

小売業における棚割計画や卸売業等による棚割提案に利用される項目です。消費者が店

頭で商品を正面から見た場合のサイズを、幅、高さ、奥行の順に入力して下さい。 

⇒ 単位 = mm（小数点以下切り上げ） 

 

＜単品サイズの基準例＞ 
 

箱型 
 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

         

缶型 
 
  

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

ビン型 
 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
    

カップ型 
 
 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

袋型 
 
 

 

 

 

 

 

 
  

 

     
 

 
 

 

フック型 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

正
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幅 

 

奥行 

高さ 
正
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高さ 

幅 

 

奥行 

正
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高さ 奥行 

幅 

 

正
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高さ 

幅 

 

奥行 

正
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奥行 
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幅 
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⑬ 商品発売開始日 （文字種：半角数字 文字数：8） 
 

• 商品の発売開始日を西暦８桁で入力して下さい。 

• 既に発売中の商品については入力不要です。 

• 「年月日」が不明な場合には「年月」または「年」のみ（不明な部分は0）を入力して下

さい。 

 
【入力例】 

 

2011 年 10 月 1 日の場合 ⇒ 入力：20111001 
「年月」のみの場合 2011 年 10 月 ⇒ 入力：20111000 
「年」のみの場合 2011 年 ⇒ 入力：20110000 

 

 

 

⑭ 商品製造／販売終了日情報 

 

商品の製造／販売が中止になった場合に入力します。「商品製造／販売終了日コード」と 

「商品製造／販売終了日」の 2 項目から構成されます。 

 

 

⑭－１ 商品製造／販売終了日コード （文字種：半角数字 文字数：1） 
 

商品の製造／販売が中止になった場合には、製造／販売中止フラグに「１」を入力して

下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

⑭－２ 商品製造／販売終了日 （文字種：半角数字 文字数：8） 
 

• 商品の製造／販売終了日を西暦８桁で入力して下さい。 

• 「年月日」が不明な場合には「年月」または「年」のみ（不明な項目は0) を入力して

下さい。 

【入力例】 
 

2011 年 8 月 20 日の場合 ⇒ 入力：20110820 
「年月」のみの場合 2011 年 10 月 ⇒ 入力：20111000 
「年」のみの場合 2011 年 ⇒ 入力：20110000 

フラグ 説明 

０ 製造または販売している 

１ 製造・販売中止 
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⑮ 情報公開可能日 （文字種：半角数字 文字数：8） 
 

・JICFS/IFDB に登録する商品情報について、一般への公開日を指定する場合は商品のププ

レス発表日等の日付を西暦８桁で入力して下さい。 

・「情報公開可能日」が指定された場合は、JICFS/IFDB では「情報公開可能日」が到来す

るまで登録された商品情報は外部に公開されません。 

 
※ 情報公開可能日が未入力の場合、商品発売開始日が未来日であっても、登録処理完了後、直

ちに商品情報が公開されますので、ご注意ください。 

 

 
 

⑯ ITF コード情報 

 

• 当該商品の集合包装（段ボール箱等）に対して、ITF コードが設定されている商品の場

合は入力して下さい。 

• ITF コード情報は「ITF コード」、「箱区分」、「商品入数」の 3 項目で構成されています。 

• 外箱・内箱共に ITF コードが設定されている場合等、一つの商品に対して複数の ITF 
コードが設定されている場合は、簡単登録シートに入力したデータを別の行にコピーし、

ITF コード情報の部分を書き換えて、それぞれの ITF コード情報を入力してください。 

• 当該商品の集合包装が消費者購入単位となるため、JAN コードが別途設定されている

場合（ケース販売用 JAN コード、ケース JAN と呼ばれます）は、ケース JAN の先頭

に“0”を付加したコードを、ITF コードとして設定します。 

 
⑯－１ ITF コード （文字種：半角数字 文字数：14 or 16） 

 

ITF コードを入力して下さい。 

 
⑯－２ 箱区分 （文字種：半角数字 文字数：1） 

 

• 集合包装の「外箱」「内箱」の区分を識別するコードを入力します。 

• 集合包装が 1 種類しか無く、外箱・内箱という種類が無い場合は「０」を入力します。 

箱区分コード 箱区分 

０ 外箱（ケース） 

１ 内箱（ボール） 

 

 
⑯－３ 商品入数 （文字種：半角数字 文字数：4 以内） 

 

・外箱または内箱当たりの商品の入数を入力して下さい。 
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⑰ 商品コメント （文字種：全角／半角 文字数：200 以内） 
 

商品の説明として、商品特性、セールスポイント、ターゲット、用途等を入力して下さい。 

⇒ 品番、型番等で商品名に入りきらない場合、商品コメント欄に入力して下さい。 

 

 
 

⑱ メーカー自社商品コード （文字種：半角 文字数：20 以内） 
 

メーカー自社商品コードまたは品番、型番等を入力して下さい。 
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６．更新（登録済商品情報の修正・変更）データの作成方法 

 
（１）更新データ作成上の注意 

JICFS/IFDB では、独自の整備基準に基づいて登録データの整備を行っておりますが、

基本的にメーカー様から申請された登録情報を反映させることとしています。 

従って、簡単登録シートにおいても、メーカー様が入力された情報を取り込み、また、

入力されていない項目もそのまま空欄として反映しています。 

これを踏まえ、簡単登録シートを利用して、すでに JICFS/IFDB に登録されている商品

の内容を修正・変更する場合には下記の点に注意が必要です。 

 
① 既存の登録内容を十分に確認の上、どこをどのように修正するかを把握してから作業に

当たって下さい。万一、誤った更新内容に置き変わった場合、JICFS/IFDB を利用し

ている卸売業、小売業等で混乱を来す原因となります。 

 
② 簡単登録シートに更新情報をご入力の際は、修正が必要な項目だけではなく、新規登録

と同様、登録する全ての項目を入力して下さい。特に、価格、容量、棚割サイズ、ITF 情報

等、必須ではない任意項目には注意が必要です。 

万一、すでに登録されていた項目を空欄にして更新情報を作成すると、空欄がそのま

ま反映され、既に登録済みの情報が削除されてしまいます。 

 
③ 更新情報は、修正・変更が必要な商品情報だけをお送り下さい。既に JICFS/IFDB に

登録されている商品情報に対して、価格、容量、棚割サイズ、ITF 情報等の任意項目を

追加する場合も更新・変更対象となります。 

 

（２）更新データの作成方法 

具体的な更新データの作成方法は「８.（２）登録情報検索サービスのログイン(P.36)」以降を 

ご参照ください。 
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７．登録に関するＱ＆Ａ 
 

ジクフス／アイエフデービー 

Q-1．JICFS/IFDB 
への登録はいつすればよいのですか？ 

 JICFS/IFDB への新商品情報のご登録は、商品へのソースマーキング完了後（手配

ができた後）に、可能な限り新商品を市場に出される前にご登録頂くようご協力く

ださい。 

 なお、新商品を市場に出される前に JICFS/IFDB へのご登録が難しい場合は、市場

に出された後でのご登録も可能です。 

 
Q-2．商品が製造／販売終了（終売）になった時は？ 

・小売業や卸売業において、商品の製造・発売終了情報は､ 商品管理や商品マスター

整理などの業務で重要な情報となります。 

・商品が製造／販売終了になった時は、既にお送りいただいている簡単登録シートの 

データの控えにおける当該商品の「データの種類」を「9」とし、「商品製造／販売

終了日」を記入の上、mcc@jicfs.jp 宛に簡単登録シートをご送付下さい。 

・簡単登録シートのデータの控えがない場合は、「8.登録情報検索サービスのデータを

利用する」（本書 34 ページ）の手順を基に、現在 JICFS/IFDB に登録されている商

品情報一覧を簡単登録シートに取り込むことができます。 

 

Q-3．商品の内容が変更になった時は？ 

・定番商品、キャンペーン商品に限らず、商品の名称、デザインなどが変更になった 場

合は、全て新しく JAN コードを設定し直した上で JICFS/IFDB コードセンターまで

ご連絡ください。 

・JAN コードの設定にあたっては、以下の項目のいずれか一つでも異なる場合は、

JANコードを変更することが基本です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 既存商品で仕様や容量、品名が変わった場合も新たに設定します。 

（項目） （例） 

商品名が異なる場合 ○○シャンプー、 ××シャンプー 

希望小売価格が異なる場合 100 円売り、500 円売り 

素材（原材料）が異なる場合 コーヒー（ブラジル産、ジャワ産） 

サイズが異なる場合 大袋、中袋、小袋 

容量が異なる場合 100g 入り、200cc 入り 

包装形態が異なる場合 袋物、缶詰、瓶詰 

色が異なる場合 ピンク、ブルー、ホワイト 

味が異なる場合 カレー味、バーベキュー味 

香りが異なる場合 ジャスミン、ブーケ 

販売単位が異なる場合 3 個入り、5 個入り 

セット商品で価格または 

中身（組合せ）が異なる場合 

調味料 2 ヶと食用油 3 本入りセット 

調味料 3 ヶと食用油 2 本入りセット 

 

mailto:mcc@jicfs.jp
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Q-4．一度使ったＪＡＮコードを別の商品に再度利用したいのですが、どうしたら良いですか？ 

・GTIN（JANコード）の再利用は原則認められておりません。詳しくは以下のURLにあ

る「GTIN再利用停止について」をご参照ください。 

URL：https://www.gs1jp.org/standard/identify/gtin/non_reuse_rule.html 

 

 

【Q-3,Q-4 補足】 

 JAN コード/ITF コードの設定ルールについては、「GTIN 設定ガイドライン ～GTIN ア 

ロケーションガイドライン改訂版～」をあわせてご参照ください。 

 「GTIN 設定ガイドライン ～GTIN アロケーションガイドライン改訂版～」は、当財団

のホームページの以下の URL からダウンロード可能です。 

 

URL： https://www.gs1jp.org/standard/identify/gtin/gtin_guide.pdf 
 

Q-5．輸入商品を登録する時は？ 

① 米国、カナダ以外の国の商品（EAN コード） 

JAN コードの場合と同様、標準 13 桁（短縮の場合は 8 桁）を左詰めで記入して

ください。 

 
② 米国、カナダの商品（UPC コード） 

原則として標準 12 桁、短縮 8 桁を左詰めで記入してください。 
 
 

【ご注意】 

※ EAN/UPC コードを登録する場合、自社の海外現地法人による商品である等、当該商品

に対して「自社の商品」として扱うことができるものについてのみ、登録することが

できます。単なる輸入者として、他社の商品を登録することはできません。 

※ EAN/UPC コードを登録しても、「登録情報検索サービス」によって登録した商品情報

を確認することはできません。 
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８．登録情報検索サービスのデータを利用する 

 
既に JICFS/IFDB へ自社の商品情報を登録している場合、そのデータを簡単登録シート

に取り込んで、登録内容の変更／修正をすることが可能となっています。 

既に登録されている自社の商品情報は、当財団ウェブサイトにある「JICFS/IFDB登録

情報検索サービス」から、ダウンロードが可能です。 

なお、「JIFS/IFDB 登録情報検索サービス」を利用するには、まず利用申し込みを行う必

要があります。 

 
（１）登録情報検索サービスへの申し込み 

登録情報検索サービスの申し込みは、以下の２通りの申し込み方法があります。 

① 初めて JICFS 簡単登録シートを mcc@jicfs.jp 宛に送付する際に、ID、パスワード

の発行を希望する。【方法１】 

② JICFS/IFDB 登録情報検索サービスログイン画面にある、利用申し込み ボタンか

ら、必要事項を入力して申し込む。【方法２】 

 
自社の商品情報をこれまで一度も登録したことのない方 

→ 【方法１】でのお申し込みをお願い致します。 
 
 

過去に、FAX 等によって JICFS/IFDB 登録票を送付いただいたことのある方 

→ 【方法１】、【方法２】いずれの申し込みでも申し込み可能です。 
 
 

【方法１】による申し込み 

① 6 ページに記載されている、「③メール本文の内容」のうち、 

 

8) 登録情報検索サービスの利用を「希望する」または「希望しない」 

 

という項目を、「希望する」としていただくことにより、申し込みとなります。 

② 登録情報検索サービスが利用可能となり次第、ID、パスワードの通知書類を、登録

担当者様宛に送付致します（必要に応じて、申し込みについての確認のご連絡を入

れさせていただくことがございます）。 

mailto:mcc@jicfs.jp
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確認画面へ 

利用申し込み 

利用申し込み 

【方法２】による申し込み 

 ① https://www.gs1jp.org/database_service/jicfsifdb/service.htmlを開きます。 

② 利用規約をご確認の上、［登録情報検索サービス ログイン画面へ］のリンクをク

リックします。 

③ JICFS/IFDB 登録情報検索サービスログイン画面が表示されるので、画面右下に 

ある ボタンをクリックします。 

 

④  ボタンをクリックすると、必要事項を入力する画面が表示されま

す。※ のついている項目は必須項目となるので、全てご入力ください。 

⑤ 個人情報の取り扱いについてご確認いただき、「同意する」にチェックを入れた 

上で、 ボタンをクリックします。 
 

 

⑥ 確認画面に表示された内容に入力ミスがないかを確認し、正しく入力されている 

https://www.gs1jp.org/database_service/jicfsifdb/service.html


2024 年 9 月 

JICFS/IFDB 

 

36 

送信 

送信 

ことが確認できましたら、 ボタンをクリックします。 
 

⑦ 登録情報検索サービスが利用可能となり次第、ID、パスワードの通知書類を、登録

担当者様宛に送付致します（必要に応じて、申し込みについての確認のご連絡を入

れさせていただくことがございます）。 

 
（２）登録情報検索サービスのログイン 

登録情報検索サービスが利用可能となると、ID、パスワードの通知書類が、登録担当

者様宛に送付されます 4,5。 

 

① https://www.jicfs.jp/kensaku/を開きます。      

② 送付されてきた ID,パスワードを入力し、   ボタンを押します。                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ID、パスワードが正しく入力されていた場合、ホーム画面が表示されます。 
 

  

4 ID、パスワードの通知は紛失したり、第３者に知られることのないようにご注意ください。
  

5 ID、パスワードがわからなくなってしまった場合には、以下お問合せフォームよりお問い合わせ 

ください。 

<お問合せフォーム> https://www.gs1jp.org/questionnaires/detail/53a705a4-d958-426b-98af-e8d134160ec7

https://www.jicfs.jp/kensaku/
https://www.dsri.jp/form/code/inquery_form_15.html
https://www.dsri.jp/form/code/inquery_form_15.html
https://www.gs1jp.org/questionnaires/detail/53a705a4-d958-426b-98af-e8d134160ec7
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（３）商品情報のダウンロード 

登録情報検索サービスにログインして表示される画面の左側に［MENU］が表示され

ています。 

① ［MENU］の中にある        ボタンをクリックし、JICFS商品検索画面 

を表示します。全件の商品情報をダウンロードする場合は検索条件を未入力の状態で 

                をクリックしてください。 

※検索条件を入力した状態で出力をすると、検索結果の商品情報を出力できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

② ①の手順後、商品情報ダウンロード画面が表示されます。当画面では①で出力し 

た商品情報のダウンロードデータの作成履歴を一覧に表示しています6。 

「作成完了日時」を確認した上で指定の行のダウンロードデータに対して 

ダウンロード ボタンをクリックするとJICFSに登録されている自社の商品 

情報がファイルでダウンロードされます。 

なお、ダウンロードしたファイルは開かずに保存してください。 

ファイルを開いて保存した場合、（４）のダウンロードファイルの取り込み手順で 

正しく取り込めない場合がございます。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

6 ダウンロードデータの作成履歴は、最大 3 件まで表示されます。 

商品情報検索 

商品情報をダウンロード(出力) 
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開く 

データ取込み 

（４）ダウンロードしたデータを簡単登録シートに取り込む 

① 簡単登録シートを準備してください。簡単登録シートは以下のURLからダウンロード 
できます。 

URL：https://www.jicfs.jp/kensaku/guide.html#no5 

＜既存の簡単登録シートを利用する場合の注意＞ 

・ 入力シートにL列：税率区分項目、M列：一体資産フラグ項目がない場合、簡単登録 

シートの旧フォーマットをご利用されている可能性がございます。 

旧フォーマットでデータを取り込むと異なる列に情報がセットされてしまいます。 

該当する場合は上記より簡単登録シートの最新フォーマットをダウンロードし、 

ご利用ください。 

・ 既存の簡単登録シートに取り込む場合は入力されたデータが削除されてしまいます 

ので、取り込む前に「名前をつけて保存」で、別の名前をつけてファイルの 

バックアップをとってください。 

② ダウンロードしたデータを簡単登録シートに取り込むには、簡単登録シートの入力 

シート上にある、 ボタンをクリックします。 

 

③ 取り込むファイルを選択するためのダイアログボックスが開きますので、ダウンロ 

ードしたデータを選択し、 ボタンをクリックします。 
④ 取込が完了すると、データ取込件数が表示されます。 

 

https://www.jicfs.jp/kensaku/guide.html#no5
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＜注意＞ 

 

①  取込後のデータにおいては、項目名「データの種類」は、全て空白となっています。

登録内容の変更／修正を行うデータについては、「2（半角）」、製造終了もしくは

販売終了となるデータについては、「9（半角）」を入力してください。 
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添付 1:エラー番号一覧表 
 

 

エラー

番号 
項目 チェック内容 エラー内容 対応方法 

 

 

 

 

 

 
10 

JAN コード 未入力チェック JAN コードが入力されてい

ません。 

「未入力」と表示されている箇所に JAN コードを

入力して下さい。 

属性チェック 

（全角／半角） 

入力されたJAN コードが半

角英数字ではありません。 

半角英数字で JAN コードを入力して下さい。 

属性チェック

(文字数) 

入力されたJAN コードの文

字数が正しくありません。 

・JAN(EAN)コードは標準 13 桁、短縮 8 桁です。 

・UPC コードは標準 12 桁、短縮 8 桁です。 

JAN コードのチ

ェックデジット 

（CD）チェック 

入力された JAN コードの 

CD が正しくありません。 

・正しい CD を入力して下さい。 

・なお、CD の計算方法については当財団の

ホームページをご参照下さい。 

・CD 自動計算ページ（JAN コード、ITF コードの

チ ェ ッ ク デ ジ ッ ト 計 算 方 法 の 確 認 ：  

https://www.gs1jp.org/code/jan/check_digit.html 

） 

 

 

 

20 

必須項目 

（黄色の項目） 

未入力チェック 入力されていない必須項

目があります。 

「未入力」と表示されている箇所に該当データを

入力して下さい。 

属性チェック 

（全角／半角） 

必須項目に入力されたデ

ータの文字が正しくありま 

せん。 

赤字で表示されている箇所のデータを「入力項

目一覧表 7」に基づいて正しい文字に修正して 

下さい。 

属性チェック

(文字数) 

必須項目に入力されたデ

ータの文字数が正しくあり

ません。 

赤字で表示されている箇所のデータを「入力項

目一覧表」に基づいて正しい文字数に修正して

下さい。 

 

 
30 

任意項目 

（グレー色の項目） 

属性チェック 

（全角／半角） 

必須入力でない項目に入

力されたデータの文字が

正しくありません。 

赤字で表示されている箇所のデータを「入力項

目一覧表」に基づいて正しい文字で修正して下

さい。 

属性チェック

(文字数) 

必須入力でない項目に入

力されたデータの文字数 

が正しくありません。 

赤字で表示されている箇所のデータを「入力項

目一覧表」に基づいて正しい文字数に修正して 

下さい。 

 
 

40 

定義コード項目 範囲チェック 入力されたデータが定義

されている範囲の値では

ありません。 

赤字で表示されている箇所のデータを「入力項

目一覧表」に基づいて正しい値に修正して下さ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

7 P42,P43 をご参照ください。 

https://www.gs1jp.org/code/jan/check_digit.html
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エラー 

番号 
項目 チェック内容 エラー内容 対応方法 

 ITF コード項目 属性チェック 

（全角／半角） 

ITF コード項目に入力され

たデータの文字が正しくあり

ません。 

赤字で表示されている箇所のデータを「入

力項目一覧表」に基づいて正しい文字に修

正して下さい。 

 

 

 

 

 
 

50 

 

※「商品入数」と「箱区

分」はITF コードが入力

されている場合のみチ

ェックされます。 

属性チェック

(文字数) 

ITF コード項目に入力され

たデータの文字数が正しく

ありません。 

赤字で表示されている箇所のデータを「入

力項目一覧表」に基づいて正しい文字数に

修正して下さい。 

ITF コードのチ

ェックデジット

(CD)チェック 

入力された ITF コードのCD 

が正しくありません。 

・正しい CD を入力して下さい。 

・なお、CD の計算方法については当財団

のホームページをご参照下さい。 

・CD 自動計算ページ（JAN コード、ITF コー 

ドのチェックデジット計算方法の確認： 
    https://www.gs1jp.org/code/jan/check_digit.h

tml ） 
  範囲チェック 入力されたデータが定義さ

れている範囲の値ではあり

ません。 

赤字で表示されている箇所のデータを「入

力項目一覧表」に基づいて正しい値に修正

して下さい。 

  関連項目

チェック 

ITF コードにデータが入力さ

れている時に、箱区分、商

品入数にデータが入力され

ていません。 

「未入力」と表示されている箇所に該当デ

ータを入力して下さい。 

 関連項目 関連項目 ・関連する項目にデータが ・「未入力」と表示されている箇所に該当デ 
  チェック 入力されていません。 ータを入力して下さい。 

60   ・関連する項目に適切なデ ・赤字で表示されている箇所のデータを「入 
   ータが入力されていませ 力項目一覧表」に基づいて正しい値に修正 
   ん。 して下さい。 

https://www.gs1jp.org/code/jan/check_digit.html
https://www.gs1jp.org/code/jan/check_digit.html
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添付 2:簡単登録シート入力項目一覧表 
 

 

No. 項目名 全角 半角 入力文字 文字数 項目説明 

 

 

 

1 

 

 

 

データの種類 

  

 

 

○ 

 

 

 

数字 

 

 

 

1 

・1:新商品等、未登録の商品情報を

登録する場合 

・2:既に登録されている商品情報の内

容を変更する場合 

・9:既に登録されている商品が「製造

終了」または「販売終了」となった場合 

・（空白）：登録／更新対象外 

 

 

2 

 

 

JAN コード 

  

 

○ 

 

 

数字 

8 

or 

12 

or 

13 

・必須項目 

・JAN/EAN 標準コード（13 桁） 

・JAN/EAN 短縮コード（8 桁） 

・UPC 標準コード（12 桁） 

・UPC 短縮コード（8 桁） 

 

 

3 

 

 

商品区分 

  

 

○ 

 

 

数字 

 

 

2 

・必須項目 

・00:一般 

・01:ＰＢ(プライベートブランド) 

・03:業務用 

・09:その他(EOS 用、資材等) 

 

4 

 

商品名（漢字） 

 

○ 

 漢字

英数 
カナ 

 

25 以内 

・必須項目 

・伝票（統一伝票）等での表示用商品

名称 

 

5 

 

商品名（カナ） 

  

○ 
英数

カナ 

 

25 以内 

・必須項目 

・伝票（統一伝票）等での表示用商品

名称 

 

6 

 

POS レシート名（漢字） 

 

○ 

 漢字

英数 

カナ 

 

14 以内 

・必須項目 

・POS や EOS（ハンディターミナル用） 

等での表示用商品名称 

 

7 

 

POS レシート名（カナ） 

  

○ 
英数

カナ 

 

14 以内 

・必須項目 

・POS や EOS（ハンディターミナル用） 

等での表示用商品名称 

8 オープン価格フラグ 
 

○ 数字 1 
・0:オープン価格でない 

・1:オープン価格 

 

9 

 

メーカー希望小売価格 

  

○ 

 

数字 

 

8 

・オープン価格フラグが 0 の時、デー

タ入力必須 

・オープン価格フラグが 1 の時、デー 

タ入力不要 

 

10 

 

消費税区分 

  

○ 

 

数字 

 

1 

・オープン価格フラグが 0、メーカー希 

望小売価格にデータ入力時、データ

入力必須 

 

 
11 

 

 
JICFS 分類 

  

 
○ 

 

 
数字 

 

 
6 

・必須項目 

・商品の検索や集計等に使用、 プラ

ノグラム等の商品のくくりとしても使用 
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No. 項目名 全角 半角 入力文字 文字数 項目説明 

 

12 

 

総内容量 

  

○ 

 

数字 

 

7 以内 

・ユニットプライス算出用（1g あたり、 

1ml あたり等）、マーケティング分析用 

・総内容量単位コードとセットでデータ

入力されていることが必要 

 

13 

 

総内容量単位コード 

  

○ 

 

数字 

 

3 

・総内容量の単位を ml、g、本、枚、

個、粒等で指定 

・総内容量とセットでデータ入力され 
ていることが必要 

 

 

14 

 

 

容器形態コード 

  

 

○ 

 

 

数字 

 

 

2 

・棚の陳列時の容器形態（原則として

外装） マーケティング分析、棚割シス

テムに利用 

・定義コード(01、03、05、07、09、11、 

13、15、17) 

15 棚割サイズ（幅）  ○ 数字 4 以内 ・単位 = mm（小数点以下切り上げ） 

16 棚割サイズ（高さ）  ○ 数字 4 以内 ・単位 = mm（小数点以下切り上げ） 

17 棚割サイズ（奥行）  ○ 数字 4 以内 ・単位 = mm（小数点以下切り上げ） 

18 商品発売開始日  ○ 数字 8 ・商品の発売開始年月日 

19 
商品製造/販売終了日コ

ード 

 
○ 数字 8 

・0:製造・販売中商品 

・1:製造・販売終了商品 

20 商品製造/販売終了日  ○ 数字 8 ・商品の製造／販売終了日 

21 情報公開可能日 
 

○ 数字 8 
・発売に先んじて登録する場合、情報

公開日の指定が必要な場合に設定 

 

 

22 

 

 

ITF コード 

  

 

○ 

 

 

数字 

 

 

14 or 16 

・段ボール等の集合包装に ITF コード

が付いている商品の場合に入力。 

・ケースJAN が設定されている場合 

は、ケース JAN の先頭に“0”を付加し

たコードとなる。 

 

 

23 

 

 

箱区分 

  

 

○ 

 

 

数字 

 

 

1 

・外箱、内箱の区分 

・0:外箱（ケース） 

・1：内箱（ボール） 

・ITF コードにデータ入力時、データ

入力必須 

 

24 

 

商品入数 

  

○ 

 

数字 

 

4 以内 

・JAN コードで示される商品の入数。

ケースJAN の場合は”1” 

・ITF コードにデータ入力時、データ 

入力必須 

 

25 

 

商品コメント 

 

○ 

 

○ 

漢字

英数 
カナ 

 

200 以内 

・原材料、成分表示、商品特徴等の

他、キャンペーン情報や案内等を記 
述 

26 メーカー自社商品コード 
 

○ 
英数

カナ 
20 以内 

・メーカー自社商品コードまたは品

番、型番等 
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